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本
書
の
特
色

一
、	
本
全
集
は
、
お
お
む
ね
真
作
と
裏
づ
け
ら
れ
る
最
澄
の
著

作
を
、
現
代
日
本
語
の
個
人
全
訳
に
よ
っ
て
集
成
す
る
も

の
で
あ
る
。
収
録
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
の

「
総
解
題
」に
記
し
た
。
底
本
に
は
、
叡
山
学
院（
編
）『
伝
教

大
師
全
集
』全
五
巻（
比
叡
山
図
書
刊
行
所
、
一
九
二
六
―
一
九
二
七
年
）

を
使
用
し
た（『
天
台
法
華
宗
付
法
縁
起
』に
つ
い
て
は
諸
文
献
か
ら
逸
文
を

回
収
し
て
使
用
）。

一
、	

第
一
巻
に
は
主
に
入
唐
・
立
教
開
宗
に
か
か
わ
る
も
の
を
、

第
二
〜
四
巻
に
は
法
相
宗
の
徳
一
と
の
あ
い
だ
に
繰
り
広

げ
ら
れ
た
三
一
権
実
諍
論
に
関
す
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ

執
筆
年
代
順
に
収
録
し
た
。

一
、	

各
著
作
の
引
用
・
転
用
文
献
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り

出
典
を
記
し
た
。
ま
た
、
原
文
に
引
用
さ
れ
る
漢
訳
イ
ン

ド
仏
教
文
献
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
対
応
す
る
梵

文
・
蔵
訳
を
参
照
し
、
解
読
に
正
確
を
期
し
た
。

一
、	

最
澄
の
込
み
入
っ
た
議
論
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
、

各
巻
冒
頭
に「『
現
代
語
訳　

最
澄
全
集
』を
読
む
た
め
の

基
礎
知
識
」一
四
節
を
付
し
、
図
入
り
で
解
説
し
た
。

一
、	

第
四
巻
末
に
は「
人
名
索
引
」「
文
献
索
引
」を
付
し
、
本

全
集
を
深
く
利
用
す
る
た
め
の
便
を
は
か
っ
た
。「
文
献

索
引
」中
、
特
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

品
名
を
子
項
目
と
し
て
立
て
た
。

一
、	

第
四
巻
末
に「
付
録
3　

非
最
澄
著
作
か
ら
回
収
さ
れ
る

徳
一
著
作
逸
文
」を
付
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
全
集
は
現

在
知
ら
れ
て
い
る
徳
一
の
逸
文（
未
翻
刻
の
逸
文
を
除
く
）の
現
代

語
訳
集
成
と
し
て
も
利
用
可
能
で
あ
る
。
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八

法
相
宗
の
権
実
説
と
天
台
宗
の
権
実
説

法
相
宗
に
お
い
て
は
︑
声
聞
種
姓
の
者
の
た
め
の
声
聞
乗
︑
独
覚
種
姓
の
者
の
た
め
の
独
覚
乗
︑
菩
薩
種
姓
の
者
の
た
め
の
菩
薩
乗
／

大
乗
︑
無
種
姓
の
者
の
た
め
の
人
天
乗
と
い
う
︑
五
乗
が
実じ

つ

︵
〝
真
実
〟
︶
で
あ
る
︒
﹁
あ
ら
ゆ
る
有
情
は
仏
と
な
る
﹂
と
説
く
一
乗
は
不
定

種
姓
の
者
を
菩
薩
乗
／
大
乗
に
引
き
い
れ
る
た
め
の
権ご

ん

︵
〝
方
便
〟
︶
で
あ
る
︒

天
台
宗
に
お
い
て
は
︑
五
乗
は
す
べ
て
権
︵
〝
方
便
〟
︶
で
あ
る
︒
﹁
あ
ら
ゆ
る
有
情
は
仏
と
な
る
﹂
と
説
く
一
乗
が
実
︵
〝
真
実
〟
︶
で
あ
る
︒

『現代語訳 最澄全集』を読むための基礎知識
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法
相
宗
の
権
実
説

人
天
乗

実

乗

声
聞
乗

︱
小
乗

実

三
乗

独
覚
乗

漸
教

一
乗

権

菩
薩
乗

大
乗

仏
乗

頓
教

実

天
台
宗
の
権
実
説

人
天
乗

権

声
聞
乗

︱
小
乗

権
小
乗

乗

三
乗

独
覚
乗

菩
薩
乗

大
乗

権
大
乗

一
乗

仏
乗

実
大
乗

麁
食
者
は
た
だ
︹
窮
子
が
︺
賃
金
で
庸
わ
れ
て
い
た
年
月
︑
使
わ
れ
て
働
い
て
い
た
賤
し
さ
を
知
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
︑
い
ま
だ
︹
長

者
と
窮
子
と
の
︺
決
定
的
な
父
子
の
天
性
や
︑
如
来
の
璽し

る
しを

等
し
く
与
え
る
こ
と
を
知
っ
て
い
な
い
︒
ど
う
し
て
潜
龍
で
あ
っ
た
昔
に
執

着
し
︑
如
来
の
髻

も
と
ど
りの

う
ち
の
宝
珠
を
け
な
し
た
り
す
る
の
か
︒
こ
れ
は
汝
が
︹
海
で
︺
羅
刹
に
出
会
っ
て
浮
き
袋
を
奪
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
︵
﹃
涅
槃
経
﹄
︒T

1
2
,
4
3
2
b

︶
︒
汝
は
世
親
︵
﹃
仏
性
論
﹄
︶
の
心
を
発
し
︑
逆
に
﹃
法
華
経
﹄
を
讃
え
︑
常
不
軽
菩
薩
か
ら
授
記
に
預
か
り
︑

思
仏
な
ど
︵
五
百
人
の
優
婆
塞
︒T

9
,
5
1
b

︶
の
階
位
に
昇
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
︒

麁
食
者
は
言
っ
て
い
る
︵
※
﹃
法
華
秀
句
﹄
第
一
に
同
文
︶
︒

﹁
第
二
は
︑
︹
﹃
法
華
経
﹄
︵T

9
,
5
b

︶
に
お
い
て
︺
仏
は
定じ

ょ
うか

ら
起
き
た
ま
い
︑
舎
利
弗
に
告
げ
た
ま
う
た
︒
﹃
諸
仏
の
智
は
深
遠
︑
無
量

で
あ
る
︒
﹄

﹃
︹
法
華
︺
論
﹄
︵
菩
提
流
支
訳
︒T

2
6
,
5
a

︶
に
お
い
て
註
釈
し
て
言
わ
れ
て
い
る
︒
﹃
な
に
ゆ
え
に
た
だ
舎
利
弗
に
告
げ
た
ま
う
た
に
す
ぎ

ず
︑
菩
薩
に
告
げ
た
ま
わ
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
︑
五
種
類
の
目
的
が
あ
る
︒

第
一
は
︑
諸
声
聞
が
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
た
め
で
あ
る
︒

第
二
は
︑
諸
声
聞
を
大
菩
提
へ
と
回
心
さ
せ
趣
向
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
︒

第
三
は
︑
諸
声
聞
が
恐
れ
て
怯ひ

る

む
こ
と
か
ら
護
っ
て
や
る
た
め
で
あ
る
︒

第
四
は
︑
ほ
か
の
者
に
よ
く
思
念
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
︒

第
五
は
︑
諸
声
聞
に
〝
な
す
べ
き
こ
と
は
す
で
に
な
さ
れ
た
〟
と
の
心
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
る
︒
﹄

こ
の
文
に
準
ず
る
に
︑
﹃
法
華
経
﹄
は
権
教
で
あ
り
実
教
で
は
な
い
と
わ
か
る
︒
﹂

以
下
︑
弾
劾
︒

こ
の
説
は
道
理
に
合
わ
な
い
︒
﹃
︹
法
華
︺
論
﹄
の
趣
旨
を
得
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
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日
本
仏
教
諸
宗
の
宗
祖
た
ち
の
多
く
に
つ
い
て
は
現
代
日
本
語
訳
に
よ
る
全
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、

伝
教
大
師
最
澄
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
そ
れ
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
、
大
師
の
千
二
百
年
大
遠
忌

を
期
に
、
拙
訳
に
よ
っ
て
そ
れ
を
お
届
け
で
き
る
の
は
訳
者
の
光
栄
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

従
来
、
大
師
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
作
の
難
解
さ
ゆ
え
に
、
全
貌
の
把
握
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
今
回

の
全
集
に
よ
っ
て
、
些
か
な
り
と
も
大
師
の
全
貌
の
把
握
に
貢
献
で
き
る
な
ら
ば
、
訳
者
の
欣
快
、
こ
れ
に

過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。

　

今
回
の
全
集
に
よ
っ
て
髣
髴
と
さ
せ
ら
れ
る
大
師
像
は
、
持
戒
と
学
問
と
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
る
か

た
で
あ
る
。
大
師
は
声
聞
戒
を
棄
て
『
梵
網
経
』
の
菩
薩
戒
を
た
も
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
ご
自
身
は
声
聞
を

超
え
る
ほ
ど
の
厳
し
い
行
持
に
よ
っ
て
身
を
律
し
て
お
ら
れ
た
。
大
師
は
三
乗
の
真
実
な
る
こ
と
を
信
じ
ず

一
乗
の
真
実
な
る
こ
と
を
信
じ
て
お
ら
れ
た
が
、
ご
自
身
は
三
乗
の
教
え
を
広
く
深
く
学
ん
で
お
ら
れ
た
。

　

大
師
の
没
後
、
天
台
宗
と
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
諸
宗
と
に
破
戒
が
蔓
延
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
師
が
声

聞
戒
を
棄
て
た
こ
と
が
僧
界
の
堕
落
の
原
因
を
作
っ
た
よ
う
に
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
今
回
の
全
集
に

よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
大
師
ご
自
身
は
決
し
て
堕
落
を
認
め
る
か
た
で
は
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
大
師
の
没
後
、
天
台
宗
と
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
諸
宗
と
に
一
乗
の
真
実
な
る
こ
と
が
当
然
視
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
師
が
、
三
乗
の
真
実
な
る
こ
と
を
信
ず
る
法
相
宗
の
学
匠
、
徳
一
師
と
交
わ
し
た

議
論
は
学
ば
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
が
、
今
回
の
全
集
に
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
大
師
ご
自

身
は
決
し
て
三
乗
を
等
閑
視
す
る
い
わ
ゆ
る
「
腰
抜
け
円
頓
」
を
求
め
る
か
た
で
は
な
か
っ
た
。

　

大
師
が
い
だ
い
た
上
求
菩
提
、
下
化
衆
生
の
高
邁
な
志
は
持
戒
と
学
問
と
に
裏
づ
け
ら
れ
る
。
持
戒
な
く

し
て
菩
提
は
求
め
ら
れ
ず
、
学
問
な
く
し
て
衆
生
は
化
さ
れ
な
い
。
今
回
の
全
集
に
よ
っ
て
、
大
師
の
実
像

が
仏
教
に
関
心
を
持
つ
多
く
の
日
本
人
に
知
ら
れ
、
そ
の
志
を
真
に
継
承
す
る
人
々
が
僧
界
・
俗
界
に
現
わ

れ
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
一
巻
─
─
入
唐
開
宗
篇

願
文

請
入
唐
請
益
表

授
菩
薩
戒
儀

大
唐
新
羅
諸
宗
義
匠
依
憑
天
台
義
集

天
台
法
華
宗
付
法
縁
起

註
無
量
義
経

山
家
学
生
式

比
叡
山
天
台
法
華
院
得
業
学
生
式

請
菩
薩
出
家
表

請
立
大
乗
戒
表

天
台
法
華
宗
年
分
得
度
学
生
名
帳

内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜

顕
戒
論

上
顕
戒
論
表

顕
戒
論
縁
起

遺
言

第
二
巻
─
─
権
実
諍
論
篇
1

照
権
実
鏡

法
華
輔
照
─
─『
法
華
秀
句
』巻
中

守
護
国
界
章
　
巻
上

第
三
巻
─
─
権
実
諍
論
篇
2

守
護
国
界
章
　
巻
中
・
巻
下

第
四
巻
─
─
権
実
諍
論
篇
3

通
六
九
証
破
比
量
文

決
権
実
論

法
華
秀
句
─
─
巻
上
、
巻
下

付
録
1 
『
法
華
去
惑
』─
─『
法
華
去
惑
』に
あ
っ
て

 
『
守
護
国
界
章
』巻
中
に
な
い
文

付
録
2 

円
珍『
辟
支
仏
義
集
』か
ら
回
収
さ
れ
る

 

賓『
助
照
法
華
融
文
集
』逸
文

付
録
3 

非
最
澄
著
作
か
ら
回
収
さ
れ
る

 

徳
一
著
作
逸
文

延
暦
四
年（
七
八
五
）
頃 

『
願
文
』（
第
一
巻
所
収
）

延
暦
二
十
一
年（
八
〇
二
）
九
月 

『
請
入
唐
請
益
表
』（
第
一
巻
所
収
）

大
同
元
年（
八
〇
六
）
頃 

『
授
菩
薩
戒
儀
』（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
四
年（
八
一
三
）
九
月
一
日 

『
大
唐
新
羅
諸
宗
義
匠
依
憑
天
台
義
集
』（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
四
年（
八
一
三
） 

『
天
台
法
華
宗
付
法
縁
起
』（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
七
年（
八
一
六
）
以
前 

『
註
無
量
義
経
』（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
八
年（
八
一
七
）
二
月 

『
照
権
実
鏡
』（
第
二
巻
所
収
）

弘
仁
八
年（
八
一
七
）
〜
九
年（
八
一
八
）
頃 

『
法
華
輔
照
』（
第
二
巻
所
収
）

弘
仁
九
年（
八
一
八
） 

『
守
護
国
界
章
』（
第
二
巻
、
第
三
巻
所
収
）

弘
仁
九
年（
八
一
八
）
五
月
十
三
日 

『
山
家
学
生
式
』六
条
式（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
九
年（
八
一
八
）
五
月
十
五
日 

『
比
叡
山
天
台
法
華
院
得
業
学
生
式
』（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
九
年（
八
一
八
）
五
月
二
十
一
日 

『
請
菩
薩
出
家
表
』（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
九
年（
八
一
八
）
八
月
二
十
七
日 

『
山
家
学
生
式
』八
条
式（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
十
年（
八
一
九
）
三
月
十
五
日 

『
山
家
学
生
式
』四
条
式（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
十
年（
八
一
九
）
三
月
十
五
日 

『
請
立
大
乗
戒
表
』（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
十
年（
八
一
九
） 

『
天
台
法
華
宗
年
分
得
度
学
生
名
帳
』（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
十
年（
八
一
九
）
十
二
月 

『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
十
年（
八
一
九
）
〜
十
一
年（
八
二
〇
）
頃 

『
通
六
九
証
破
比
量
文
』（
第
四
巻
所
収
）

弘
仁
十
年（
八
一
九
）
〜
十
一
年（
八
二
〇
）
頃 

『
決
権
実
論
』（
第
四
巻
所
収
）

弘
仁
十
一
年（
八
二
〇
） 

『
顕
戒
論
』（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
十
一
年（
八
二
〇
）
二
月 

『
上
顕
戒
論
表
』（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
十
二
年（
八
二
一
）
三
月 

『
顕
戒
論
縁
起
』（
第
一
巻
所
収
）

弘
仁
十
二
年（
八
二
一
） 

『
法
華
秀
句
』（
第
四
巻
所
収
）

弘
仁
十
三
年（
八
二
二
） 

『
遺
言
』（
第
一
巻
所
収
）

刊
行
に
あ
た
っ
て

伝
教
大
師
の
志
を
継
承
す
る
た
め
に

大
竹 

晋
（
訳
者
）

組見本（62％）執筆年順収録著作一覧

収録内容


